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セ フ ェ ム 系 抗 生 物 質Cefpiramide(SM-1652)に 関 す る 細 菌 学 的 評 価
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新 しい 注 射 用 セ フ ェム系 抗 生 物 質Cefpiramide(CPM, SM-1652)の 細 菌 学 的 評 価 を 既 知 抗 生

物 質Cefoperazene, Cefazolinを 比 較 薬 として 検 討 し,以 下 の 成 績 を 得 た 。

Cefpiramideの 抗 菌 ス ペ ク トラム はCefoperazone, Cefazolinと 同様,グ ラ ム陽 性 菌 グラ ム

陰 性 菌 に 幅 広 く分 布 し,そ の抗 菌 力 は グ ラム陽 性 菌 でCefoperazoneと 同等,グ ラ ム陰 性 菌 でCefo-

perazoneとCefazolinの 中 間に 位 置 して い た 。 しか しCefpiramideのP.aeruginosaに 対 す る

抗 菌 力 はCefoperazoneに 比 べ 優 れ て い た 。Cefpiramideの 抗 菌 作用 型 式 は 殺 菌 的 でE.coli, K.

Pneumoniae, P.aerttginosaに 対 し て作 用 濃 度 に 応 じた 殺 菌 作 用 を 示 した 。

マ ウス 実 験 的 感 染 症 に対 す るCefpiramideの 治 療 効 果 はE.coli, K.pnemmoniae, S.mms-

censでCefazolinよ り優 れ て い た が,Cefoperazoneよ り少 し劣 って い た 。 しか しP.aeruginosa

で は,Cefpiramideの 効 果 はCefazolinよ りも優 れ て い た 。

Cefpiramide(CPM,SM-1652)は 新 し い 注 射 用 セ フ

ェ ム 系 抗 生 物 質 で,そ の 化 学 構 造 式 をFig.1に 示 し た 。

化 学 名 はSodium(6R,7R)-7-〔(R)-2-(4-hydroxy-6-

methyl-3-pyridyl-carbexamido)-2-(p-hydroxyphe-

nyl)acetamido〕-3-{〔(1-methyl-1H-tetrazol-5-yl)

thio〕methy1}-8-oxo-5-thia-1-azabicyclo〔4.2.0〕oct-2

-ene-2-carboxylateで,分 子 式C25H23NsNaO7S2,分

子 量634.62の 白 色 な い し 淡 黄 色 の 粉 末 で あ る1)。

Fig. 1 Chemical structure of CPM

本薬は好気性および通性嫌気性のグラム陽性菌,陰 性

菌に幅広い抗菌スペクトラムを有し,緑 膿菌を含むブ ド

ウ糖非発酵性 グラム陰性菌の多 くに強い抗菌力を示すこ

とが特徴とされている。

今回,わ れわれはCefoperazone2)(CPZ), Cefazelin3,4)

(CEZ)を 比較薬 としてCPMの 細菌学的評価を検討し

たので報告する。

I. 実験 材料および実験方法

1. 使用 薬

CPM, CPZ, CEZお よびCarbenicillin(CBPC)の

いずれも力価の明らかな標準品を用いた。

2. 使用菌株

教室保存の標準株および臨床分離株を用いた。

3. 感受性測定法

前培養にTryptosoya breth(TSB;ニ ッスイ),感 受

性測定用培地にHeart infusion agar(HIA;ニ ッス

イ)を 用 い,日 本 化学療法学会最小発育阻止濃度測定

法5)に 従って 行 な った。なおStreptococcus属,C.

diphtheriaeに は10%馬 脱繊維血液を添 加 したHIA

を測定用培地 とし,37℃20時 間培養後のMIC(μg/ml)

を求 めた。Clostridium属 にはTGC培 地(ニ ッスイ),

2>eisseria属 には1%の 割合にSupplementを 加えた

Gomcoccms medium(栄 研)を 用い,い ずれも37℃,

48時 間培養後のMICを 求めた。ただし,Neisseria属

の培養にはローソク培養法を用いた。

4. 抗菌作用に及ぼす諸因子の影響

抗菌力に及ぼす培地pH,馬 血清添加,接 種菌量の影

響を,HIAを 用いる寒天平板希釈法 とHeart infusion

broth(HIB;ニ ッスイ)を 用いる液体希釈法により検討

した。すなわち,培 地中のpHを5.5, 7.0, 8.5と し

たときの,培 地中の馬血清量を0,10, 25, 50%と し

たときの,ま た培地中に接種する菌数を種々の割合に調

整したときのMICを それぞれ測定し,そ の変動の有無

により判断した。

またHIB中 で増殖させた対数期の菌に薬を作用させ,

以後の生菌数の変化を測定することにより,菌 量と殺菌

効果の関連性を検討 した。

5. 殺菌作用

TSBで37℃,18時 間培養した培 養液をHIBで 希釈

し,振 とう培養を行なった。対数期途上で種々の濃度の
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薬 を 添 加 し,4時 間 まで の 生 菌 数 の 変 化 を 測 定 した 。

6. マ ウス 実験 的 感 染 症 に 対 す る治 療 効 果

ddY系 雄 性 マ ウス(体 重18土19)1群10匹 を 用 い,

6%gastric mucin(Orthana-Kemisk-Fabrik A/S)と

等 量 混合 した 菌 液 の0.5mlを マ ウス腹 腔 内に 接 種 し,

接 種2時 間後 に1回 皮 下 治 療 を 行 な った 。7日 間 マ ウ

スの 生 死 を観 察 し,7日 目の 生 存 率 か らLITCHFELD-

WILCOXON法6)に よ りEDse値 お よび そ の95%信 頼 限

界 値 を 算 出 し,治 療 効 果 と して 示 した 。

菌 液 調 整 はK.pneecmoniae KC-1の 場 合 はNutrient

broth(NB;ニ ッス ィ)で37℃,18時 間 静 置培 養 し,

そ の他 の菌 株 の 場 合 はNBで37℃,14時 間 振 と う培

養 した 培 養 液 を,同 培 地 を 用 い て 希 釈 後6% gastric

mucinと 等 量 混合 した 。

II. 実 験 結 果

1. 抗 菌 スペ ク トラム

教 室保 存 の グラ ム陽 性菌,陰 性 菌 に 対 す る試 験 管 内抗

菌 力 に つ いて 検 討 した 結 果 をTable1～4に 示 し た 。

Table1,2は108cells/ml,Table3,4は106cells/ml

接 種 時 の成 績 でCPMはCPZ,CEZと 同様 グラ ム陽 性

菌 陰性 菌 に 幅 広 い 抗 菌 ス ペ ク トラ ムを 有 し て い た 。

CPMの 抗 菌 力を 他 薬 と比 較 す る と,グ ラム陽 性 菌 で は

CEZに 比 べ 若 干 感受 性 が 劣 る よ うで あ った が,CPZと

ほ ぼ 同 程度 の抗 菌 力 を 有 して いた 。 しか し.106cells/ml

Table 1 Antibacterial spectrum Gram-positive

bacteria (108cells/ml)

MIC (ƒÊg/ml)

接 種 時 のS.faecalisあ る い はStreptococcus viridans

groupに 対 す るCEZのMICが25μg/mlの と き,

CPMのMICは1.56μg/mlと 良好 で あ った 。

一 方 ,グ ラ ム陰 性 菌 で はCPMはCEZとCPZの 中

間 的 な 抗 菌 力 を 示 し,106cells/ml接 種 でCEZが100

あ る い は>100μg/mlのMlCを 示 すE.aerogenes,

H.alvei,P.morganii,P.acruginosaに 対 して1.56～

12.5μglmlで 増 殖 を阻 止 した 。108cells/ml接 種 と106

cells/ml接 種時 の抗 菌 力 を 比 較 す る と106cells/mlで

CPZ,CEZは2倍 程 度CPMは2～4倍 程 度 抗 菌 力

が 良好 とな った 。

2. 臨 床 分 離 株 に対 す る 感受 性分 布

臨 床 的 に分 離 され たS.aureus 53株E.coli 66株,

K.pneumoniae 32株,Enterobacter spp.16株,S.

marcescens 53株,P.mirabilis 24株P.vulgaris 27

株P.morganii 27株P.rettgeri 13株P.aeru-

Table 2 Antibacterial spectrum Gram•negative

bacteria (108cells/ml)

MIC (ƒÊg/ml)
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Table 3 Antibacterial spectrum Gram-positive

bacteria (106cells/ml)

mic (ƒÊg/ml)

ginosa 75株,A.calcoacticus 30株 に 対 す る 感受 性分

布,累 積 分布 を108cells/mlと106cells/ml接 種 に つ い

て検 討 した 。

a) S.aureusの 場 合

Fig.2,3に 示 す 成 績 が 得 られ た。108cells/ml接 種 の

場 合CEzは0.78μg/mlに,CPZ,CPMは3.13μg/

mlに ピー クを 有 す る1峰 性 の 分 布 を 示 し た 。106cells/

ml接 種 時 に はCEZ,CPMのMIC値 が2倍 程 度 良 好

とな った が,累 積 分 布 の パ タ ー ンは108cells/ml接 種 時

と同様 で あ った 。

b) E.coliの 場 合

Fig.4,5に 示 す よ うに108cells/ml接 種 の 場 合CPM

は0.1～>100μg/mlに 幅 広 い分 布 を示 し,>100μg/ml

のMICを 示 す 株 は約26%存 在 した 。>100μg/mlを

示 す 株 はCPZで18%,CEZで8%程 度 認 め られ た

が,MIC値 が 低 い と ころ で はCPZ,CPM,CEZの 順

に,MIC値 の 高 い と ころ で はCEZ,CPZ,CPMの 順

に 良 好 な 感受 性 を示 した 。106cells/ml接 種 で は>100

μg/mlのMICを 示 す 菌 株 は 消 失 し,い ず れ の 薬 に お い

て も感 性 化が 認 め られ た。

c) K.pneumoniaeの 場 合

Fig.6,7に 示 す よ うに,108cells/ml接 種 の 場 合,

cPMは1.56～>100μg/mlに 分 布 し,3.13μg/mlと

>100μg/mlに ピー クを 有 す る2峰 性 の 分 布 を示 した 。

Table 4 Antibacterial spectrum Gram-negative

bacteria (106cells/ml)

MIC (ƒÊg/ml)

CPMとCPZで は>100μg/mlのMICを 示 す 株 が

35%近 く認 め られ た 。106cells/ml接 種 の 場 合 に は3薬

剤 と も感 性 化 が 認 め られ た 。

d) Enterobacter spp.の 場 合

Fig.8,9に 示 す よ うにEnterobacterの80～94%が

CEZに>100μg/mlのMICを 示 した 。108cells/ml接

種 の場 合,CPMは3.13～>100μg/mlに 分 布 し,12.5

μg/mlと>100μg/mlに ピー ク を有 す る2峰 性 の 分 布

を示 した 。>100μg/mlのMICを 示 す 株 はCPZ,CPM

で そ れ ぞ れ12.5%,37.5%で あ った 。106cells/ml接 種

の 場 合 に はCPZ,CPMで 感 性 化 が 認 め られ た 。

e) S.marcescensの 場 合

Fig.10,11に 示 す よ うにCEZは い ず れ の場 合 に も

>100μg/mlのMICを 示 し た 。108cells/ml接 種 の 場

合,CPMは12.5～>100μg/mlに 分 布 を 示 し,106

cells/ml接 種 の 場 合 に 感 性化 が 認 め られ た が,CPZが
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良 好 な 感 受 性 を示 した 。

f) P.mirabilisの 場 合

Fig.12,13に 示 す よ うに108cells/ml接 種 の場 合,

CPMはCEZと 同 様6.25～>100μg/mlに 分 布 し,

12.5μg/mlに ピー クを示 した 。CPZが 最 も良好 なMIC

を示 し,106cells/ml接 種 の 場 合 も同様 な傾 向が み られ

た 。

g) P.vulgarisの 場 合

Fig.14,15に 示 す成 績が 得 られ た 。108cells/ml接 種

時 にCPMは0.39～>100μg/mlに 分 布 を 示 した 。

CPM,CPZ,CEZで>100μg/mlのMICを 示 す 株 が

そ れ ぞ れ33%,19%,67%存 在 したが,106cells/ml接

種 時 に はCPM,CPZで これ らの>100μg/mlのMIC

を 示す 株 は消 失 し,感 性 化 が み られ た 。

h) P.morganiiの 場 合

Fig.16,17に 示 す よ うに108cells/ml接 種 の 場 合,

CPMで は12.5～>100μg/mlに 分 布 し,25μg/mlに

ピー クが 存 在 した 。CEZで は96%が>100μg/mlの

MICを 示 し,CPMはCEZとCPZの 中 間 に分 布 し

て い た 。106cells/ml接 種 の 場 合 も類 似 した 傾 向を 示 し

た 。

i) P.rettgeriの 場 合

Fig.18,19に 示 す よ うに108cells/ml接 種 でCPMは

3.13～>100μg/mlに 分 布 し,CEZと ほ ぼ 同 様 で あ った 。

Fig. 2 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, S. aureus 53 strains (108cells/ml)

106cells/ml接 種 の 場 合 に もほ ぼ 同様 な傾 向を 示 した。

j) P.aerugienosaの 場 合

Fig.20,21に 示 す よ うにCEZは い ず れ の菌 量にお

い て も>100μg/mlのMICを 示 した 。108cells/ml接

種 の 場 合,CPMは1.56～100μg/mlに 分 布 し,6.25～

12.5μg/mlに ピー クを 示 し,CPZに 比 べ 良 好 な分 布を

示 した 。106cells/ml接 種 の 場 合 に はcPMとcPzの

差が 明 らか とな った 。

k) A.calcoaceticecsの 場 合

Fig.22,23に 示 す よ うに108cells/ml接 種 でcPM

で は12.5～>100μg/mlに 分 布 を 示 した が,CPZ,CEZ

とあ ま り変 わ ら ない 分 布 で あ っ た 。106cells/ml接 種の

場 合,CPMで 感 性 化 が 認 め られ た。

3. 抗 菌 力 に 及 ぼ す 諸 因 子 の 影 響

a) 培 地pHの 影 響

Table5に 示 す よ うにCEZの 場 合 はP.aeruginosa

を 除 き,酸 性 で,CPM,CPZの 場 合 に はS.mms 209

-PJC株 で は酸 性 側 で,そ の 他 の 菌 株 で はCPZのK.

pneumoniae KC-1を 除 き,ア ル カ リ側 で 抗 菌 力が増強

され た 。

b) 馬 血 清 添 加 の 影 響

Table6に 示 す よ うに培 地 中 の 血 清 添 加 量 が増 して も

CPM,CPZ,CEZの 抗 菌 力 は 若 干 変 化 した が,大 きな

変 動 は起 こ らなか った 。

Fig. 3 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, S. aureus 53 strains (106cells/ml)
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Fig. 4 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, E. coli 66 strains (108cells/ml)

Fig. 5 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, E. coli 66 strains UV cells/ml)

Fig. 6 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, K. pneumoniae 32 strains (108
cells/ml)

Fig. 7 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, K. pneumoniae 32 strains (108
cells/ml)
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Fig. 8 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, Enterobacter spp. 16 strains (108
cells/ml)

Fig. 9 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, Enterobacter spp. 16 strains (106
cells/ml)

Fig. 10 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, S. marcescens 53 strains (108
cells/ml)

Fig. 11 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, S. marcescens 53 strains (108cells/
ml)



VOL.31 S-1
CHEMOT HERAPY 63

Fig. 12 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P. mirabilis 24 strains (108cells/
ml)

Fig. 13 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P. mirabilis 24 strains (108 cells/
ml)

Fig. 14 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P.vulgaris 27 strains (108cells/
ml)

Fig. 15 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P.vulgaris 27 strains (106cells/
ml)
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Fig. 16 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P. morganii 27 strains (108cells/
ml)

Fig. 17 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P. morganii 27 strains (108 cells/
ml)

Fig. 18 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P. rettgeri 13 strains (108cells/
ml)

Fig. 19 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P. rettgeri 13 strains (106cells/
ml)
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Fig. 20 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P. aeruginosa 75 strains (108cells/
ml)

Fig. 21 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, P. aeruginosa 75 strains (108cells/
ml)

Fig. 22 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, A. calcoaceticus 30 strains (108
cells/ml)

Fig. 23 Sensitivity distribution of clinical iso-
lates, A. calcoaceticus 30 strains (108
cells/ml)
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Table 5 Influence of pH on the antibacterial activity

MIC (ƒÊg/ml)

Medium: Heart infusion agar

Table 6 Influence of horse serum on the antibacterial

activity

MIC (Peml)

Medium: Heart infusion broth

c) 接 種菌量の影響

培地に接種する菌量が増す とTable 7に 示 すように

若干MIC値 が変化したが,こ の方法では大きな変化は

見られなかった。そこで,E.coli KC-14,K.pneumo-

niae KC-1,Raeruginosa E-2を 用いて接種菌量と殺

菌作用の関係を検討した結果,Fig・24～26に 示す結果

を得た。増殖途上の種々の時点で5MICに 相当する濃

度の薬剤を添加し,そ の後の殺菌効果を生菌数の変化で

示した ものである。E.coliの 場 合106cells/mlと10B

Table 7 Influence of inoculum size on the bacterial

activity

MIC (ƒÊg/ml)

Medium : Heart infusion agar

Fig. 24 Effect of CPM, CPZ and CEZ on viability of E. coli KC-14



VOL.31 S-1 CHEMOT HERAPY 67

Fig. 25 Effect of CPM, CPZ and CEZ on

viability of K. pneumoniae KC-1

Fig. 26 Effect of CPM, CPZ and CBPC on

viability of P. aeruginosa E-2

cells/mlで 薬剤を作用させているが,CPM,CPZで は菌

量が少ない場合には1時 間目より殺菌作用が現われてい

るが,菌 量が多くなると静菌的な作用しか認められなか

った。一方,CEZは いずれの菌量で作用させてもCPM

やCPZよ りも強い殺菌作用が認め られた。K.pneumo-

niaeで はCPMとCPZが 殺菌作用を現わすまでに1

時 間のlag timeを 必要とするのにCEZで は1時 間 目

より殺菌作用が現われP.aeruginosaを 用 いた場合にも

CPMはCPZと 同様の効果を示し,CBPCに 比 べ,菌

量が多 くなるとlag timeの 延 長が認められた。CPM

の殺菌効果はCPZ同 様,薬 剤添加時の菌数によって異

な る とい う結 果 を 得 た 。

4. 殺 菌 作 用

E.coli K-12株 を 用 い た 成 績 はFig.27で,106cells/

mlでCPM,CPZ,CEZを 作 用 させ る と作 用 濃 度 に 応

じた 殺 菌 効 果 が 認 め られ た 。CPM,CPZの 場 合,MIC

お よび1/2MIC濃 度 作 用 で 静 菌 的 な 効 果 を 示 した 。

K.pneecmoniae KC-1を 用 い た 成 績 はFig.28で,

CPM,CPZ,CEZ作 用 時 に は 作用 濃 度 に応 じた 殺 菌 効

果 が 認 め られ た が,CPM,CPZの1/2MIC濃 度 作用

で は 静菌 的 な効 果を 示 した 。1時 間 目の殺 菌 効 果 はCEZ

が 優 れ,CPMとCPZは 同 程 度 で あ った 。P.aerzcginosa
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Fig. 27 Effect of CPM, CPZ and CEZ on

viability of E. coli K-12

Fig. 28 Effect of CPM, CPZ and CEZ on

viability of K. pneumoniae KC-1

E―2株 を用いた成績はFig.29でCPM,CPZ,CBPC

作用 時にはMIC濃 度で1時 間のlag timeの 後に殺菌

作用が認められた。5MIC濃 度以上ではその殺菌効果

に大きな差は認められず,頭 打ちの傾向がみられた。

5.マ ウス実験的感染症に対する治療効果

CEZ感 性菌および耐性菌に対するCPMの 治療効果

をTable8に 示 す6菌 株を用いて検討した。治療効果

はED50値 お よびその95%信 頼限界値で示した。Ecoli

KC-14,K.pneumoniaeKC-1で はCPMはCEZの

2～4倍 優れた効果を示 したが,CPZと 比較すると4

～6倍 程度劣るようであった。S.marcescens T-55で

はCEZは>16mg/mouseと 治療 効 果が 得 られ な かっ

た が,CPMはCPZの 効 果 に3倍 程 度 劣 る よ うで あ り,

P.aeruginosa E-2で は 逆 にCPMはCBPCの19倍,

CPZの6.5倍 程 度 優 れ た 効 果 を 示 し た 。P .mirabilis

181で はCPM,CPZCEZはMIC値 の差 に もか か

わ らず ほ ぼ 同 程 度 の 治 療 効 果 を 示 し,P.morganii101

で はCPMはCEZと ほ ぼ 同 等,CPZの0.3倍 の効 果

を 示 した 。

III. 考 察

新 し い セ フ ェム系 抗 生 物 質CPMの 細 菌 学 的 評 価を

既 知 抗生 物 質CPZ,CEZを 比 較 薬 と して 検 討 した 。
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Fig. 29 Effect of CPM, CPZ and CBPC on

viability of P. aeruginosa E-2

Table 8 Protecting effect of CPM on experimental infection in mice

( ) : 95% confidence limits

抗菌スペクトラムを検討 した結果,CPMはCPZ,

CEZ同 様好気性および通性嫌気性のグラム陽性菌,陰 性

菌に幅広く抗菌力を示 し,グ ラム陽性菌に対する抗菌力

はCPZと ほぼ同等で,グ ラム陰性菌に対 してはCPZ

とCEZの 中間に位置する抗菌力を 有 し て いた。P.

aeruginosaに 対 してはCPMの 抗菌力がCPZに 比 べ優れ

て い るの が 特 徴 で あ った 。CEZが 抗 菌 力 を 示 さな か っ た

Citrobacter,Enterobacter,ProteusにCPMが 抗 菌 力

を 示す の は 本 薬 の β-lactamase特 にcephalosporinase

に 対す る 安 定 性 が 良 い こ とに 起 因 して い る の か も知 れ な

いが,外 膜 の 透過 性 や ペ ニ シ リン結 合 蛋 白 質 に 対 す る親

和 性 な ど他 の 要 因 も関 与 して い る可 能 性 が 考 え られ,今
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後さらに検討する必要があるように思われる。

またCPMはCPZ同 様,接 種菌量の影響を受け,菌

量が高い場合に抗菌力が低下する傾向にあることが種々

の実験で認められた。現在のところ接種菌量により抗菌

力が変動するのは何に起因しているかは不明であ り,検

討を要する課題の一つと思われる。

殺菌作用の検討ではCPMはCPZと ほぼ同様の殺菌

パターンを示した。CPMの 作用濃度を増してもある濃

度以上ではその殺菌作用に差がないことが認められ,in

vivoに おいてCPMが 最 も効果を発揮するた めの投与

法を考えることが必要 と思われる。

マウス実験的感染症に対する治療効果の検 討 で は,

E.coli,K.Pnemmoniae,S.marcescensze対 してCPM

はCPZとCEZの 中間的な治療効果を,ま たP.aeru-

ginosaee対 してはCBPC,CPZに 比べ優れた治療効果

を示す ことが認められ たが,こ のような治療効果の差

は,こ れ ら菌株のMIC値 と相関しているように思われ

る。
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BACTERIOLOGICAL EVALUATION OF CEFPIRAMIDE (SM-1652),

A NEW CEPHEM ANTIBIOTIC

TAKESHI NISHINO, MASAKO OHTSUKI, YUKIMASA MIYAGAWA, YUKO OHYABU,

YOKO TAGASHIRA, YOSHIO NISHIMOTO and TERUO TANINO

Department of Microbiology, Kyoto College of Pharmacy

The bacteriological evaluation of cefpiramide (CPM, SM-1652), a new cephem antibiotic, was studied
in comparison with that of cefoperazone and cefazolin. The following results were obtained. Cefpi-
ramide showed a broad antibacterial spectrum against gram-positive and gram-negative bacteria as well
as cefoperazone and cefazolin. The antibacterial activity of cefpiramide against gram-positive bacteria
was almost equal to that of cefoperazone and it's antibacterial activity against gram-negative bacteria
was superior to that of cefazolin, while it was slightly inferior to that of cefoperazone. However,
the antibacterial activity of cefpiramide against P. aeruginosa was superior to that of cefoperazone.

Cefpiramide was rapidly bactericidal and showed a dose response bactericidal activity against E. coli,
K. pneumoniae and P. aeruginosa. Therapeutic effect of cefpiramide on experimental infections in
mice was superior to that of cefazolin with E. coli, K. pneumoniae and S. marcescens, but the
effect was slightly inferior to that of cefoperazone. On the other hand, the therapeutic effect of
cefpiramide on P. aeruginosa was superior to that of cefoperazone.


